
M E D I C A L

Transjugular liver access
図解付きガイド



経頸静脈的肝臓アクセス用に設計されたアクセスセットで手技をサポート

グローバル 
製品番号 カタログ番号

ガイディングシース 
径/全長
Fr/cm

トロッカースタイレット
径

inch

トロッカースタイレット
長
cm

スティッフニングカニューラ
ゲージ

スティッフニングカニューラ
有効長

cm

チェックフロー ガイディングシース付き Rösch-Uchida 経頸静脈門脈アクセスセット
G06929 RUPS-100 10/40 0.038 62.5 14 51.5

使用するカテーテル等の機器がシースに適合するよう、挿入前に機器の最大径を確認してください。

販売名:COOK ROSCH-UCHIDA TIPSセット
承認番号：30600BZX00254000

Features and benefits

Rösch-Uchida
T R A N S J U G U L A R  L I V E R  AC C E S S  S E T

• スティッフニングカニューラが穿刺時の安定性をサポート

• トロッカースタイレットが 経 頸 静 脈 的な肝 臓 へのアクセスを 
サポートし、ガイドワイヤ、カテーテル、シースの留置を容易にする

• トロッカースタイレット先端のコイル構造によりエックス線下に 
おける高い視認性を実現



Transjugular liver access
図解付きガイド

1 7適切な穿刺針やシースを使用して
頸静脈へアプローチし、0.035イン
チガイドワイヤを下大静脈へ進め
ます。

詳細な使用方法や注意事項は電子化された添付文書を参照してください。

10Fr カテーテルとカニューラのセ
ットを下方に向け、前方に回転させ
ます。（スティッフニングカニューラ
のベースプレートに表示された矢
印は、スティッフニングカニューラ
のカーブの方向を示します。）

10Fr ダイレータ付き 
Flexor®︎ チェックフロー
イントロデューサセット

.038 inch 径トロッカースタイレット

5Fr カテーテル

14G スティッフニングカニューラ

10Fr カテーテル

12Fr ダイレータ

Rösch-Uchida
経頸静脈門脈

アクセスセットの組み立て図



ガイドワイヤを介して適切なカテ
ーテルを、右肝静脈（RHV）または
肝静脈枝に挿入します。
（ガイドワイヤおよびカテーテル
はセットに含まれておりません）

Flexorチェックフローイントロデュ
ーサセットの挿入部を12Fr ダイレ
ータで拡張します。そして、ガイド
ワイヤに沿って、Flexorチェックフ
ローイントロデューサセットを肝静
脈に進めます。ガイドワイヤを残し
たまま、Flexorチェックフローガイ
ディングシース用ダイレータを抜去
します。

5Fr カテーテルからトロッカースタ
イレットを抜去します。 
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安全な遠位部にガイドワイヤを残
し、カテーテルを抜去します。

10Fr カテーテルとスティッフニン
グカニューラのセットの先端を静
脈壁に押し当てます。

5Fr カテーテルとトロッカースタイ
レットのセットを肝実質を通って門
脈 系 に向 かって一 気に 穿 刺しま
す。

血液の逆流を確認しながら、 5Fr 
カテーテルの先端を門脈内に配置
します。

少量の造影剤を注入し、門脈内で
の5Frカテーテルの位置を確認しま
す。

造影剤を入れたシリンジを5Fr カ
テーテルに接続し、吸引しながら
血液が確認できるまで5Fr カテー
テルを引き戻します。 
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10Fr カテーテルに14G スティッフ
ニングカニューラを挿入します。

ガイドワイヤに沿って10Fr カテー
テルと14G スティッフニングカニュ
ーラのセットをFlexorチェックフロ
ーガイディングシースに挿入しま
す。10Fr カテーテルと14G スティッ
フニングカニューラのセットを肝
静脈遠位部に配置し、ガイドワイ
ヤを抜去します。

5Fr カテーテルにトロッカースタイ
レットを挿入します。

注記：トロッカースタイレット先端
は10Fr カテーテルのエンドホール
から出ないようにしてください。

5Fr カテーテルとトロッカースタイ
レットのセットを、10Fr カテーテル
と14G スティッフニングカニューラ
のセットに挿入します。

5Fr カテーテルにガイドワイヤを挿
入し 、門 脈 枝 に 進 め 、門 脈 本 幹
（MPV）を選択します。

14G スティッフニングカニューラを
安定した位置で保持し、5Fr カテー
テルとガイドワイヤに沿って、10Fr 
カテーテルとFlexorチェックフロー
ガイディングシースを進めます。
10Fr カテーテルとFlexorチェック
フローガイディングシースを肝実質
内を横断して門脈に達するまで、さ
らに進めます。
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12 セットから14G スティッフニングカ
ニューラと5Fr カテーテルを抜去し
ます。

Flexorチェックフローガイディング
シースでアクセスを維持しながら、
必要な診断検査またはインターベ
ンション治療に応じてガイドワイヤ
と10Fr カテーテルを抜去したり、
そのまま利用することができます。
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